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(54)【発明の名称】 電子内視鏡用信号切替装置

(57)【要約】
【課題】  複数の電子内視鏡が電子内視鏡用信号切換装
置（映像切換装置）を介して画像表示装置を共有する電
子内視鏡システムにおいて、各電子内視鏡で撮像される
映像を常に略同一の色調で画像表示する。
【解決手段】  映像切換装置１０に第１及び第２の電子
内視鏡のＲＧＢコンポーネント映像信号（Ｒ１、Ｇ１、
Ｂ１）、（Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２）のゲインを調整する増幅
器１３ｒ、１３ｇ、１３ｂとガンマ補正を行うガンマ補
正回路１７ｒ、１７ｇ、１７ｂを設ける。各電子内視鏡
に対応するゲインとガンマを記憶できるメモリ２３を設
け、操作パネル２２により各値を設定する。システムコ
ントロール回路２１により切換回路１１ｒ、１１ｇ、１
１ｂから出力される信号を一方の電子内視鏡に切換え、
同時にその電子内視鏡に対応するゲインとガンマをメモ
リ２３から読み出す。読み出されたゲインとガンマに基
づいて映像信号の処理を行い画像表示装置に出力する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の電子内視鏡装置の中から１つの電
子内視鏡装置を選択し、選択された電子内視鏡装置にお
いて検出される映像信号を画像表示装置へ出力するとと
もに前記電子内視鏡装置の選択を切換可能な映像信号選
択切換手段と、
前記画像表示装置へ出力される前記映像信号に対し、映
像の色調を調整するための信号処理を行なう映像信号処
理手段と、
前記色調の調整を行なうための画像パラメータを前記複
数の電子内視鏡装置の各々に対応して記憶する画像パラ
メータ記憶手段と、
前記画像パラメータの設定を行なうための画像パラメー
タ設定手段とを備えたことを特徴とする電子内視鏡用信
号切換装置。
【請求項２】  前記信号処理が、前記映像信号のゲイン
およびガンマ係数を調整することにより行われ、前記画
像パラメータが前記ゲインおよび前記ガンマ係数に対応
したパラメータであることを特徴とする請求項１に記載
の電子内視鏡用信号切換装置。
【請求項３】  前記映像信号が、赤、緑、青の３つの色
成分に分解された映像信号であり、前記ゲインの調整が
前記３つの色成分に分解された映像信号の相対的なゲイ
ンを調整することにより行われることを特徴とする請求
項２に記載の電子内視鏡用信号切換装置。
【請求項４】  前記映像信号選択切換手段において選択
される電子内視鏡装置が切換えられると略同時に、切換
えられた電子内視鏡装置に対応する前記画像パラメータ
に基づいて前記信号処理が行われることを特徴とする請
求項１に記載の電子内視鏡用信号切換装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、複数の電子内視鏡
装置によりＴＶモニタやＶＣＲ（video cassetterecord
er ）等の周辺機器を共有する電子内視鏡システムにお
いて、周辺機器へ出力される映像信号の選択及び選択の
切換を行なう電子内視鏡用信号切換装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡はその目的・機能に応じて様
々な種類のものが各社から販売されている。例えば観察
・診断を主目的とする細径の気管支用電子内視鏡や処置
用管路（鉗子チャンネルなど）を備えた太径の消化器用
電子内視鏡、また挿入部の硬いものや柔らかいもの、挿
入部の長さが長いものや短いものなどその種類は多様で
ある。
【０００３】それぞれの電子内視鏡は異なる特性を有す
るので、術者は一回の検査に数種類の電子内視鏡を使用
することがある。電子内視鏡で撮影された映像は、信号
処理装置を介してＴＶモニタ等の画像表示装置を用いて
観察されるが、複数の電子内視鏡を使用するときにＴＶ
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モニタや映像を記録するためのＶＣＲ等を各電子内視鏡
毎に設置することは場所的にも設備的にも無駄である。
したがって、複数の電子内視鏡を使用する電子内視鏡シ
ステムでは、ＴＶモニタなどの周辺装置はシステム内に
おいて共有される。このとき、それぞれの電子内視鏡装
置（電子内視鏡と信号処理装置）は、周辺装置へ出力さ
れる信号を選択的に切換える電子内視鏡用信号切換装置
を介して周辺装置と接続される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上述のようにＴＶモニ
タを異なる種類の電子内視鏡で共有するとき、ＴＶモニ
タに表示される映像の色調は電子内視鏡毎に異なるた
め、患部の色調が重要な診断要素である場合、術者はど
の電子内視鏡の映像を基準とするべきか判断しかね適切
かつ円滑に診療を行なうことが困難である。各電子内視
鏡で撮像される映像を略同一の色調で表示にするには、
各電子内視鏡装置を用いて同一の画像を撮像し、各映像
の色調が略同一になるようにそれぞれの電子内視鏡装置
における映像信号のゲインやガンマ係数を調整する必要
がある。しかし、これらの調整は各電子内視鏡装置の操
作パネル毎に操作を行なわなければならず大変煩雑であ
る。
【０００５】本発明は、複数の電子内視鏡により画像表
示装置を共有する電子内視鏡システムにおいて、各電子
内視鏡で撮像される映像が常に略同一の色調で画像表示
されように映像信号を簡単に調整できる電子内視鏡用信
号切換装置を得ることを目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡シス
テムは、複数の電子内視鏡装置の中から１つの電子内視
鏡装置を選択し、選択された電子内視鏡装置において検
出される映像信号を画像表示装置へ出力するとともに電
子内視鏡装置の選択を切換可能な映像信号選択切換手段
と、画像表示装置へ出力される映像信号に対し、映像の
色調を調整するための信号処理を行なう映像信号処理手
段と、色調の調整を行なうための画像パラメータを複数
の電子内視鏡装置の各々に対応して記憶する画像パラメ
ータ記憶手段と、画像パラメータの設定を行なうための
画像パラメータ設定手段とを備えたことを特徴としてい
る。
【０００７】信号処理は好ましくは、映像信号のゲイン
およびガンマ係数を調整することにより行われ、画像パ
ラメータがゲインおよびガンマ係数に対応したパラメー
タである。
【０００８】例えば映像信号は、赤、緑、青の３つの色
成分に分解された映像信号であり、ゲインの調整が３つ
の色成分に分解された映像信号の相対的なゲインを調整
することにより行われる。
【０００９】好ましくは、映像信号選択切換手段におい
て選択される電子内視鏡装置が切換えられると略同時
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に、切換えられた電子内視鏡装置に対応する画像パラメ
ータに基づいて信号処理が行われる。これにより各電子
内視鏡装置において撮像される映像を電子内視鏡装置の
選択を切換える度に煩雑な操作をすることなく、常に同
一の色調で画像表示することができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１は本発明の実施形態である電
子内視鏡システムの構成および本電子内視鏡システムで
使用される従来公知の２つの電子内視鏡装置（電子内視
鏡および信号処理装置）の回路構成を示すブロック図で
ある。
【００１１】電子内視鏡用信号切換装置（映像切換装
置）１０には、ＲＧＢ面順次撮像方式の信号処理装置４
０、カラー単板撮像方式の信号処理装置６０と、これら
に共有されるＴＶモニタ２５とＶＣＲ２６とがコネクタ
（図示せず）を介して着脱自在に接続されている。ＲＧ
Ｂ面順次撮像方式の信号処理装置４０には、ＲＧＢ面順
次撮像方式に適合した電子内視鏡３０が接続され、カラ
ー単板撮像方式の信号処理装置６０には、カラー単板撮
像方式に適合した電子内視鏡５０が接続される。電子内
視鏡３０、５０と信号処理装置４０、６０との接続は、
それぞれスコープコネクタ（図示せず）を介して着脱自
在に行われる。ＴＶモニタ２５には、映像切換装置１０
の選択にしたがって電子内視鏡３０で撮像された映像ま
たは電子内視鏡５０で撮像された映像のうちの一方が表
示される。このときＴＶモニタ２５に表示される映像は
映像切換装置１０の操作パネル２２（図２参照）および
各信号処理装置４０、６０の操作パネル４４、６４に設
けられたスイッチ（図示せず）を操作することにより切
換え可能である。また、ＴＶモニタ２５に表示される映
像は、同時にＶＣＲ２６に送られビデオカセットテープ
に記録可能である。
【００１２】まず、電子内視鏡３０と信号処理装置４０
からなるＲＧＢ面順次撮像方式の電子内視鏡装置につい
て説明する。
【００１３】電子内視鏡３０の内部には超極細の光ファ
イバーケーブルの束であるライトガイド３４が配設され
ており、ライトガイド３４の一方の端面である出射端３
２は電子内視鏡３０の先端部に位置している。出射端３
２の前方には照明レンズ（図示せず）が配されており、
出射端３２から出射される光が照明レンズを介して照明
光として照射される。この照明光は信号処理装置４０内
に設けられたランプ（光源）３７からライトガイド３４
を介して供給される。
【００１４】ランプ３７からは略平行に白色光が照射さ
れ、集光レンズ３６、ＲＧＢ回転フィルタ３８等を介し
てライトガイド３４の入射端３５に集光される。これに
より入射端３５に入射した光はライトガイド３４を経由
して出射端３２に伝送され電子内視鏡３０の先端（出射
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端３２）から照明光として照射される。
【００１５】ＲＧＢ回転フィルタ３８は薄い回転円盤で
あり、その盤面には円周方向に沿って略等間隔に３つの
開口が形成され、各開口には、それぞれ赤（Ｒ）、緑
（Ｇ）、青（Ｂ）のカラーフィルタが設けられている。
ＲＧＢ回転フィルタ３８はモータ３９により回転され、
その回転軸はランプ３７から照射される照明光の光軸に
平行である。またＲＧＢ回転フィルタ３８は、円盤が回
転する際に各開口が照明光の光路を横切るように配置さ
れている。すなわち、集光レンズ３６を透過した白色照
明光は、ＲＧＢ回転フィルタ３８が回転し、各開口が照
明光の光路を横切るときにＲＧＢのカラーフィルタをそ
れぞれ透過して入射端３５に集光される。ＲＧＢのカラ
ーフィルタをそれぞれ透過した照明光はＲＧＢの光とし
て順次間欠的にライトガイド３４に入射される。したが
って、電子内視鏡３０の先端（出射端３２）からは、Ｒ
ＧＢの光が各色成分毎に順次間欠的に照明光として照射
される。
【００１６】ランプ３７は、ランプ電源回路４６により
その出力が制御され、ランプ電源回路４６は、システム
コントロール回路４３により制御される。システムコン
トロール４３から出力される制御信号はデジタル信号で
ありＤ／Ａ変換器４５でアナログ信号変換されランプ電
源回路４６へ出力される。モータ３９の回転は、タイミ
ングコントロール回路４２の同期信号に基づいて制御さ
れる。
【００１７】電子内視鏡３０の先端には、撮像素子３１
が設けられており出射端３２から照射されるＲＧＢの照
明光により撮像が行われる。照明光はＲＧＢの各色成分
毎に順次間欠的に照射されるので、撮像素子３１でもＲ
ＧＢの色成分毎の映像が順次モノクロ映像として検出さ
れる。検出されたＲＧＢ毎の映像は、時系列のＲＧＢ映
像信号として電子内視鏡３０内のケーブル３３を介して
信号処理装置４０の映像信号処理回路４１へ伝送され
る。
【００１８】映像信号処理回路４１に入力された映像信
号は、適度に増幅され、映像帯域のフィルタリング処
理、Ｓ／Ｈ処理、増幅処理、クランプ処理、クリップ処
理、ガンマ処理等の前段信号処理が施された後デジタル
の画像信号に変換される。デジタルの画像信号はＲＧＢ
毎に一時的に画像メモリ（図示せず）に記憶される。Ｒ
ＧＢの画像信号が１組揃うと再びアナログ信号に変換さ
れて後段信号処理が行われる。後段信号処理では、フィ
ルタリング処理、増幅処理、ガンマ処理、クランプ処
理、クリップ処理、エンハンス処理、レベル調整等が行
われ、規格化されたＲＧＢコンポーネント映像信号に変
換される。
【００１９】なお、映像信号処理回路４１内の信号処理
や撮像素子３１の駆動タイミングは、タイミングコント
ロール回路４２の同期信号に基づいて行われる。タイミ
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ングコントロール回路４２は、システムコントロール回
路４３により制御される。システムコントロール回路４
３には、操作パネル４４が接続されている。また、シス
テムコントロール回路４３は映像切換装置１０のシステ
ムコントロール回路２１（図２参照）とインターフェー
スケーブルを介して接続されている。システムコントロ
ール回路４３は、操作パネル４４が操作されると電子内
視鏡装置の選択を切換えるためのコントロール信号をシ
ステムコントロール回路２１へ出力する。すなわち、電
子内視鏡３０と信号処理装置４０からなるＲＧＢ面順次
撮像方式の電子内視鏡装置により映像が、映像切換装置
１０によって選択されていないときに、操作パネル４４
上の本来映像選択とは別の機能を有する任意のスイッチ
を操作すると、その本来の機能を働かせずに、システム
コントロール回路４３がコントロール信号系ＣＳ１を介
して選択を促す信号を映像切換装置１０のシステムコン
トロール回路２１へ出力し、その信号に対するシステム
コントロール回路２１からの応答信号をコントロール信
号系ＣＳ１を介してシステムコントロール回路４３が受
け取ることにより、操作パネル４４上の各スイッチが本
来の機能を果たすことが可能となるようにしている。こ
のことにより、信号処理装置４０の操作パネル４４上に
映像切換装置１０に対して選択を行わせるためのスイッ
チを設ける必要はなく、旧来の信号処理装置についても
制御ソフトウェアを改変するだけで本実施形態に対応可
能となる。
【００２０】映像信号処理回路４１から出力されるＲＧ
Ｂコンポーネント映像信号およびタイミングコントロー
ル回路４２から出力される同期信号は、各々ケーブルを
介して映像切換装置１０へ入力される。
【００２１】次に電子内視鏡５０と信号処理装置６０か
らなるカラー単板撮像方式の電子内視鏡装置について説
明する。
【００２２】電子内視鏡５０の内部には超極細の光ファ
イバーケーブルの束であるライトガイド５４が配設され
ており、ライトガイド５４一方の端面である出射端５２
は電子内視鏡５０の先端部に位置している。出射端５２
の前方には照明レンズ（図示せず）が配されており、出
射端５２から出射される光が照明レンズを介して照明光
として照射される。この照明光は信号処理装置６０内に
設けられたランプ（光源）５７からスコープコネクタに
おいて接続されライトガイド５４を介して供給される。
ランプ５７からは略平行に白色光が照射され、集光レン
ズ５６等を介してライトガイド５４の入射端５５に集光
される。これにより入射端５５に入射した光はライトガ
イド５４を経由して出射端５２に伝送され電子内視鏡５
０の先端（出射端５２）から照明光として照射される。
【００２３】ランプ５７は、ランプ電源回路６６により
その出力が制御され、ランプ電源回路６６は、システム
コントロール回路６３により制御される。システムコン
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トロール６３から出力される制御信号はデジタル信号で
ありＤ／Ａ変換器６５でアナログ信号変換されランプ電
源回路６６へ出力される。
【００２４】電子内視鏡５０の先端には、撮像素子５１
が設けられており出射端５２から照射される白色照明光
により撮像が行われる。撮像素子５１では、ＲＧＢ毎の
映像が同時に検出され、電子内視鏡５０内に設けられた
ケーブル５３を介して、信号処理装置６０の映像信号処
理回路６１へ伝送される。
【００２５】映像信号処理回路６１に入力された映像信
号は、適度に増幅され、映像帯域のフィルタリング処
理、Ｓ／Ｈ処理、増幅処理、クランプ処理、クリップ処
理、ガンマ処理等の前段信号処理が施された後デジタル
の画像信号に変換される。デジタルの画像信号はＲＧＢ
毎に一時的に画像メモリ（図示せず）に記憶される。Ｒ
ＧＢの画像信号が１組揃うと再びアナログ信号に変換さ
れて後段信号処理が行われる。後段信号処理では、フィ
ルタリング処理、増幅処理、ガンマ処理、クランプ処
理、クリップ処理、エンハンス処理、レベル調整等が行
われ、規格化されたＲＧＢコンポーネント映像信号に変
換される。
【００２６】なお、映像信号処理回路６１内の信号処理
や撮像素子５１の駆動タイミングは、タイミングコント
ロール回路６２の同期信号に基づいて行われる。タイミ
ングコントロール回路６２は、システムコントロール回
路６３により制御される。システムコントロール回路６
３には、操作パネル６４が接続されており、操作パネル
６４には、スイッチ群（図示せず）が設けられている。
また、システムコントロール回路６３は映像切換装置１
０のシステムコントロール回路２１（図２参照）とイン
ターフェースケーブルを介して接続されている。システ
ムコントロール回路６３は、操作パネル６４が操作され
ると電子内視鏡装置の選択を切換えるためのコントロー
ル信号をシステムコントロール回路２１へ出力する。す
なわち、電子内視鏡５０と信号処理装置６０からなるカ
ラー単板撮像方式の電子内視鏡装置により映像が、映像
切換装置１０によって選択されていないときに、操作パ
ネル６４上の本来映像選択とは別の機能を有する任意の
スイッチを操作すると、その本来の機能を働かせずに、
システムコントロール回路６３がコントロール信号系Ｃ
Ｓ２を介して選択を促す信号を映像切換装置１０のシス
テムコントロール回路２１へ出力し、その信号に対する
システムコントロール回路２１からの応答信号をコント
ロール信号系ＣＳ２を介してシステムコントロール回路
６３が受け取ることにより、操作パネル６４上の各スイ
ッチが本来の機能を果たすことを可能としている。
【００２７】映像信号処理回路６１から出力されるＲＧ
Ｂコンポーネント映像信号およびタイミングコントロー
ル回路６２から出力される同期信号は、各々ケーブルを
介して映像切換装置１０へ入力される。
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7
【００２８】図２は映像切換出１０の回路構成を示すブ
ロック図である。図２を参照して本実施形態の映像切換
装置１０について説明する。
【００２９】切換回路１１ｒ、１１ｇ、１１ｂ、１２
は、例えば従来公知のアナログスイッチやリレースイッ
チ等である。切換回路１１ｒ～１１ｂには信号処理装置
４０から出力されるＲＧＢコンポーネント映像信号Ｒ
１、Ｇ１、Ｂ１と信号処理装置６０から出力されるＲＧ
Ｂコンポーネント映像信号Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２とが入力さ
れる。また切換回路１２には信号処理装置４０、６０か
ら出力される同期信号Ｔ１、Ｔ２がそれぞれ入力され
る。切換回路１１ｒ～１１ｂ、１２では、システムコン
トロール回路２１からの信号指令に基づいて、信号処理
装置４０、６０から出力されたコンポーネント信号（Ｒ
ＧＢコンポーネント映像信号および同期信号）の一方が
選択され出力される。すなわち、ＲＧＢ面順次撮像方式
の電子内視鏡装置が選択されているときにはコンポーネ
ント信号（Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１、Ｔ１）が出力され、カラ
ー単板撮像方式の電子内視鏡装置が選択されているとき
にはコンポーネント信号（Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２、Ｔ２）が
出力される。
【００３０】切換回路１１ｒ～１１ｂから出力されたＲ
ＧＢコンポーネント映像信号は、それぞれ増幅器１３
ｒ、１３ｇ、１３ｂで増幅された後、クランプ回路１５
ｒ、１５ｇ、１５ｂへ出力される。クランプ回路１５
ｒ、１５ｇ、１５ｂでは、ＲＧＢコンポーネント映像信
号の黒レベルが調整され、ガンマ補正回路１７ｒ、１７
ｇ、１７ｂへそれぞれ出力される。ガンマ補正回路１７
ｒ～１７ｂにおいてガンマ補正されたＲＧＢコンポーネ
ント映像信号はそれぞれケーブルドライバ１９ｒ、１９
ｇ、１９ｂを経てＴＶモニタ２５およびＶＣＲ２６へ出
力される。一方切換回路１２から出力される同期信号
は、タイミングコントロール回路１６およびケーブルド
ライバ２０へ出力される。ケーブルドライバ２０に入力
された同期信号はＴＶモニタ２５およびＶＣＲ２６へ出
力される。
【００３１】増幅器１３ｒ～１３ｂにおけるＲＧＢのゲ
インは、Ｄ／Ａ変換器１４を介したシステムコントロー
ル回路２１からの信号指令に基づいてそれぞれ調整され
る。Ｄ／Ａ変換器１４は３チャンネルのＤ／Ａ変換器で
あり、システムコントロール回路２１から出力されたデ
ジタルの信号指令は、アナログ信号に変換されそれぞれ
増幅器１３ｒ～１３ｂへ独立に出力される。クランプ回
路１５ｒ～１５ｂはタイミングコントロール回路１６か
らの同期信号に基づいて制御される。ガンマ補正回路１
７ｒ～１７ｂは、Ｄ／Ａ変換器１８を介してシステムコ
ントロール回路２１から出力される信号指令に基づいて
制御される。
【００３２】システムコントロール回路２１にはメモリ
（不揮発性メモリ）２３が接続されている。システムコ
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ントロール回路２１から増幅器１３ｒ～１３ｂおよびガ
ンマ補正回路１７ｒ～１７ｂへ出力される信号指令は、
メモリ２３に記憶された画像パラメータに基づいて出力
される。画像パラメータはＲＧＢのゲインおよびガンマ
係数（γ）であり、画像メモリ２３には映像切換装置１
０に接続された２台の電子内視鏡装置に対応した画像パ
ラメータが各々記憶されている。すなわち、メモリ２３
には、電子内視鏡３０の映像信号を処理するための画像
パラメータと電子内視鏡５０の映像信号を処理するため
の画像パラメータとがそれぞれ記憶されている。これら
の画像パラメータは、システムコントロール回路２１に
接続された操作パネルのスイッチを操作することにより
設定・変更される。
【００３３】図３は、操作パネル２２に設けられたスイ
ッチのうちＲＧＢのゲインとガンマ係数を設定するため
のスイッチを示した図である。
【００３４】スイッチ７０は、電子内視鏡装置の選択を
切換えるためのスイッチであり、スイッチ７０が押され
ると切換回路１１ｒ～１１ｂ、１２から出力される信号
が交互に切換えられる。すなわち、コンポーネント信号
（Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１、Ｔ１）が出力されているときにス
イッチ７０が押されると、出力される信号がコンポーネ
ント信号（Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２、Ｔ２）に切り換わり、コ
ンポーネント信号（Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２、Ｔ２）が出力さ
れているときにスイッチ７０が押されると、出力される
信号がコンポーネント信号（Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１、Ｔ１）
に切り換わる。このとき参照される画像パラメータも略
同時に対応する電子内視鏡装置の画像パラメータに切換
えられ、選択された電子内視鏡装置に対応してＲＧＢの
ゲインおよびガンマ係数が調整される。
【００３５】スイッチ７１～７６は、ＲＧＢのゲインを
個別に変化させてカラーバランスを設定するためのスイ
ッチである。スイッチ７１、７２はＲ、スイッチ７３、
７４はＧ、スイッチ７５、７６はＢに関するゲインの設
定をそれぞれ行なう。スイッチ７１、７３、７５は、Ｒ
ＧＢのゲインを増大するためのスイッチであり、スイッ
チ７２、７４、７６はＲＧＢのゲインを減少するための
スイッチである。ガンマ補正におけるガンマ係数（γ）
の設定は、スイッチ７７、７８によって行われる。スイ
ッチ７７が押されるとガンマ係数の値は大きくなり、ス
イッチ７８が押されるとガンマ係数の値は小さくなる。
これらのスイッチが操作されると、直ちに現在選択され
ている電子内視鏡装置のための画像パラメータがメモリ
２３において自動的に更新される。言い換えれると、メ
モリ２３における画像パラメータの更新は、これらスイ
ッチの操作回数あるいは操作時間（押込時間）によて段
階的に行われる。例えば、ＲＧＢ面順次撮像方式の電子
内視鏡装置が選択されているときに、スイッチ７１～７
８の何れかのスイッチが押されると、メモリ２３のＲＧ
Ｂ面順次撮像方式の電子内視鏡のための画像パラメータ
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（ＲＧＢゲイン、γ）が、システムコントロール回路２
１によって更新される。システムコントロール回路２１
は更新された画像パラメータの値をメモリ２３から読み
出し、その値に基づいて増幅器１３ｒ～１３ｂおよびガ
ンマ補正回路１７ｒ～１７ｂを制御する。ＲＧＢ面順次
撮像方式の電子内視鏡から出力されたＲＧＢコンポーネ
ント映像信号（Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１）は、更新された画像
パラメータに基づいて増幅器１３ｒ～１３ｂにおいてＲ
ＧＢのゲインが調整され、ガンマ補正回路１７ｒ～１７
ｂにおいてガンマ補正が施されＴＶモニタ２５、ＶＣＲ
２６へ出力される。
【００３６】なお、ＲＧＢゲインの調整（カラーバラン
スの調整）およびガンマ係数の調整は、各電子内視鏡装
置において、例えば予め白色チャートなどを撮像し、Ｔ
Ｖモニタ２５に表示される白色チャートの映像が各電子
内視鏡装置において略同じ色調となるようにスイッチ７
１～７８を操作することにより行われる。
【００３７】以上のように、本実施形態によれば、電子
内視鏡用信号切換装置（映像切換装置）が各電子内視鏡
装置に対応してＲＧＢゲインとガンマ係数を記憶できる
とともに、これらの画像パラメータに基づいて映像信号
の処理が行えるので、電子内視鏡用信号切換装置のみを
操作して表示される映像の色調を簡単に調整することが
できる。また、色調の調整のために電子内視鏡用信号切
換装置内でおこなわれる映像信号の処理は、電子内視鏡
装置の切換えに合わせて自動的に対応する画像パラメー
タに基づいて行われるので、術者は電子内視鏡装置の切
換えを行うたびに切換えられた電子内視鏡装置に対応す
る画像パラメータを選択する必要がなく、その操作は極
めて簡便なものとなる。
【００３８】なお、本実施形態において映像切換装置に
接続された電子内視鏡装置は２台であったが、接続され*
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*る電子内視鏡装置の数はもっと多くともよい。
【００３９】本実施形態において、ＲＧＢのゲインはＲ
ＧＢ毎に設定されたが、例えばＧに対するＲとＢの相対
的なゲインをそれぞれ設定するようにしてもよい。
【００４０】
【発明の効果】以上により本発明によれば、複数の電子
内視鏡により画像表示装置を共有する電子内視鏡システ
ムにおいて、各電子内視鏡で撮像される映像が常に同一
の色調で画像表示されように映像信号を簡単に調整でき
る電子内視鏡用信号切換装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態である電子内視鏡システムの
構成および電子内視鏡装置の回路構成を示すブロック図
である。
【図２】本実施形態の電子内視鏡システムにおいて用い
られる電子内視鏡用信号切換回路（映像切換装置）の回
路構成を示すブロック図である。
【図３】ＲＧＢゲインとガンマ係数を設定するためのス
イッチを表した図である。
【符号の説明】
１０  電子内視鏡用信号切換装置（映像切換装置）
１１ｒ、１１ｇ、１１ｂ  切換回路
１３ｒ、１３ｇ、１３ｂ  増幅器
１７ｒ、１７ｇ、１７ｂ  ガンマ補正回路
２２  操作パネル
２３  メモリ
３０  ＲＧＢ面順次撮像方式の電子内視鏡
４０  ＲＧＢ面順次撮像方式の信号処理装置
５０  カラー単板撮像方式の電子内視鏡
６０  カラー単板撮像方式の信号処理装置

【図３】
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摘要(译)

在其中多个电子内窥镜经由电子内窥镜信号切换装置（视频切换装置）
共享图像显示装置的电子内窥镜系统中，显示由每个电子内窥镜捕获的
图像。 图像始终以几乎相同的色调显示。 放大器13r，13g，13b，用于
调整视频切换装置中的第一电子内窥镜和第二电子内窥镜的RGB分量视
频信号（R1，G1，B1），（R2，G2，B2）的增益。 以及用于执行伽
马校正的伽马校正电路17r，17g和17b。 设置有能够存储与每个电子内
窥镜相对应的增益和伽马的存储器23，并且每个值由操作面板22设置。 
系统控制电路21将从切换电路11r，11g和11b输出的信号切换到电子内
窥镜之一，并且同时从存储器23读取与电子内窥镜相对应的增益和伽
马。 基于读取的增益和伽马来处理视频信号，并将其输出到图像显示装
置。
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